






Ⅰ　岡山県における小児てんかんの実態調査

　昭和 50 年 12 月 31 日を調査日として,岡山県に在住する満 10 才未満の全小

児を対象とし,疫学的実態調査を行った。

調査は岡山大学病院をはじめ全県下の 57 病,医院の病歴を詳細に検討した。本

年度は第 4次調査を行い昨年迄の成績を補完し,最終的成績とした。

　医療機関別把握症例数は,岡山大学小児科の 1,315 例(全体の 47.6%)を含め,

小児科で 2,503 例(90.5%)に上っており,以下脳外科 5.5%,療育施設 2.8%,精神

神経科 0.6%,内科 0.6%であった。


